
☆
全
港
湾
大
阪
支
部
傘
下
の

「
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
」
は
、

結
成
以
来
、
組
織
の
拡
大
に

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

先
般
、
親
交
の
あ
る
役
員

か
ら
労
働
相
談
の
事
例
報
告

を
聞
き
、
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

い
内
容
だ
っ
た
の
で
、
今
後

の
参
考
の
た
め
に
投
稿
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
職

業
の
ト
ッ
プ
３
に
入
る
と
言

わ
れ
る
「
パ
テ
ィ
シ
ィ
エ
」

と
い
う
職
業
。

け
れ
ど
現
実
は
・
・
時
間

に
追
わ
れ
る
毎
日
で
し
た
。

昨
今
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
等

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
会
社
ブ
ラ
ッ
ク
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

「
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
」

で
昨
年
七
月
に
相
談
を
受
け

た
案
件
を
紹
介
し
ま
す
。

洋
菓
子
製
造
に
携
わ
る
女

性
社
員
の
長
時
間
労
働
は
、

あ
ま
り
に
酷
い
も
の
で
し
た
。

会
社
は
、
大
阪
市
内
の
洋

菓
子
販
売
の
有
限
会
社
。
大

阪
市
内
に
五
店
舗
を
有
し
、

従
業
員
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
正
社
員
、
パ
ー
ト

な
ど
計
七
〇
人
。

洋
菓
子
の
専
門
学
校
卒
業

か
ら
十
四
年
六
ヶ
月
。
彼
女

の
労
働
実
態
は
・
・

☆
一
日
の
労
働
時
間
、
本
人

曰
く
、
「
今
の
所
定
労
働
時

間
は
わ
か
ら
な
い
。
入
社
時

に
社
長
か
ら
は
、
最
初
の
一

年
間
は
、
午
前
七
時
〜
午
後

七
時
。
二
年
目
か
ら
は
長
く

な
る
」
と
言
わ
れ
た
。

事
実
、
二
年
目
か
ら
は
午

前
六
時
始
業
〜
仕
事
が
終
わ

る
ま
で
（
終
電
の
時
間
か
ら

午
後
十
一
時
五
十
分
に
退
社

す
る
パ
タ
ー
ン
が
最
も
多
か
っ

た
）
仕
事
し
て
い
た
。

ど
う
し
て
も
最
終
電
車
に

間
に
合
わ
な
い
時
間
ま
で
仕

事
が
食
い
込
む
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
場
合
は
、
タ
ク
シ
ー
で

帰
宅
。
タ
ク
シ
ー
代
は
自
腹
。

☆
労
働
時
間
の
管
理
は
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
は
な
く
、
氏
名

と
曜
日
を
記
載
し
た
Ａ
４
用

紙
に
、
休
ん
だ
人
に
は
×
印

を
つ
け
る
だ
け
で
、
労
働
時

間
の
記
録
は
ど
こ
に
も
な
い
。

☆
一
ヶ
月
の
休
日
は
週
一
日

と
い
う
事
だ
っ
た
が
、
週
一

回
の
休
日
で
さ
え
休
日
出
勤

せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
多

か
っ
た
。

過
去
二
年
間
の
統
計
で
は
、

一
ヶ
月
の
休
日
が
ゼ
ロ
だ
っ

た
こ
と
が
二
回
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
三
十
四
日
と
四
十
八
日

の
連
続
出
勤
だ
っ
た
。

☆
残
業
時
間
、
過
去
二
年
間

の
残
業
時
間
は
、
過
労
死
ラ

イ
ン
を
は
る
か
に
超
え
る
月

平
均
二
四
一
時
間
だ
っ
た
。

賃
金
は
、
月
額
計
二
十
二
万
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( ５ )

ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
の
相
談
事
例
よ
り

今
、
職
場
で
は
・
・
・

組
織
労
働
者
で
は
あ
り
得
な
い

「労
働
時
間
・
勤
務
体
系
」

い
ま
だ
に
こ
ん
な
ヒ
ド
イ
長
時

間
労
働
が
！



の
み
。
残
業
代
（
深
夜
労
働
・

休
日
出
勤
手
当
含
む
）
は
全

く
つ
か
な
い
。

☆
毎
日
の
生
活
は
、
午
前
一

時
頃
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
疲
れ
き
っ
て
い
る

の
で
、
少
し
の
間
ボ
ー
っ
と

し
て
、
食
事
を
と
ら
ず
に
就

寝
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

朝
は
五
時
頃
に
起
き
て
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
、
食
事
は
と

ら
ず
に
出
勤
す
る
。

出
勤
後
作
業
着
に
着
替
え

て
、
六
時
に
は
必
ず
作
業
を

開
始
す
る
。

☆
退
職
金
は
な
し

＊
約
八
八
〇
万
円
の
時
間
外

を
請
求
し
た
労
働
審
判
で
は

三
五
〇
万
円
の
審
判
し
か
出

な
か
っ
た
の
で
、
六
月
下
旬

に
本
訴
に
移
行
し
、

付
加
金
と
不
法
行
為
に
基
づ

く
損
害
賠
償
も
請
求
し
ま
し

た
。し

か
し
、
青
年
期
か
ら
十

四
年
六
ヶ
月
、
早
朝
か
ら
深

夜
ま
で
働
き
詰
で
、
こ
の
期

間
に
奪
わ
れ
た
人
生
は
戻
ら

な
い
。

八
月
五
日
、
学
働
館
・
関

生
に
て
南
大
阪
平
和
人
権
連

帯
会
議
の
主
催
で
公
演
さ
れ

た
劇
団
石
（
ト
ル
）
の
ひ
と

り
芝
居
「
在
日
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ

ク
」
を
観
ま
し
た
。

芝
居
の
舞
台
は
、
在
日
コ

リ
ア
ン
一
世
が
通
う
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ン
ド
ゥ

ル
レ
（
た
ん
ぽ
ぽ
）
」
で
す
。
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( ６ )

監督指導による賃金不払い残業の是正結果

（平成26年度）

全国の労働基準監督署が、平成26年4月から平

成27年3月までの間に、定期監督及び申告に基

づく監督等を行い、その是正を指導した結果、

不払いになっていた割増賃金が支払われたもの

のうち、その支払額が１企業で合計100万円以

上となった事案の状況を取りまとめました。

※是正企業数 1329企業（前年度比88企業の

減）

※支払われた割増賃金合計額142億4576万円

（同19億378万円の増）

※対象労働者数20万3507人（同88627人の

増）

その合計額は109億7010円で全体の77％

※1企業での最高支払額は「14億1328万円」

（電気機械器具製造業）

次いで「9億4430万円」（金融業）、「6億

3321万円」（理美容業）

（厚生労働省のホームページから）

在
日
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク


